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この「技術レポート」は、社内において開催される技術発表会の内容を取りまとめたもの

です。技術発表会は、社員の技術力向上や技術知識の共有を目的として毎年実施しておりま

すが、昨年度は新型コロナの感染予防のため中止せざるを得ませんでした。しかし今年度は、

リモート技術を駆使して発表者のプレゼンを社内会議室から各社員へ発信することによって、

感染予防を万全にして発表会を開催するに至りました。

内容は、新技術を試行した橋梁点検、UAV搭載型レーザースキャナを活用した３次元測量・

設計に関する事例等の最新技術に関わるもの、また津波遡上を考慮した樋門設計という地域

住民の安全に配慮した解析事例などを掲載しております。

お手すきの際に、ご一読頂ければ幸いです。

弊社は、昭和39年（1964年）の設立以来、北海道に根ざした総合建設コンサルタントとし

て地域住民の安全で安心な暮らしを守るべく、建設に関わる技術の研鑽に努めて参りました。

これからも、末永くお客様に信頼される総合建設コンサルタントとして、持続的に発展し

ていけるよう技術力の向上に邁進していく所存です。今後とも、ご指導ご支援のほど何卒よ

ろしくお願い申し上げます。

また、成果品の作成に当たっては顧客満足を達成すべく新技術の開発を常に念頭に置き、

関連機関等から様々な知識・アドバイスを頂きながら、残業過多や男女差別のない良好で働

きやすい職場環境のなかで業務を遂行しております。

皆様には、平素より弊社に対するご指導ご厚意を賜り、心より感謝申し上げます。

2015年９月、国連サミットで採択されたSDGｓは、2030年度を達成年限とした、持続可

能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の17の開発目標を指します。

建設コンサルタントである弊社は、これらの開発目標を社会的責任として捉え、自然環境

に十分に配慮しながら地域住民の安心安全な暮らしを守る社会インフラに関わる成果品を納

め続けております。
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